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1.はじめに 

鉄道は,日本における重要な移動手段であり非

常に多くの人が通勤・通学等の手段として利用

している.平成 22 年の国勢調査[1]では,東京都で

約 45%もの人が通勤や通学のために鉄道を利用

している. 日本の鉄道は,時間に非常に正確で,世

界的にみて事故件数が非常に少ない. しかし,日本

の鉄道においても,災害や人身事故等を理由に電

車が緊急停止してしまうことがある. この緊急停

止は乗客の安全を確保するために重要な措置で

あるが,場合によっては乗客が長時間の閉じ込め

られる可能性があり,実際に台風や地震，人身事

故の際には 1 時間以上の閉じ込めがたびたび発

生している. この際,乗客のストレスの増加,体調

の悪化などの問題発生が考えられるが,対応可能

な乗務員の数に限りがあるため,同時に多数の問

題が発生した場合にそのすべてに対応すること

は非常に困難である.  

以上の背景から本研究の前段階研究[2]では電

車内閉じ込めにおける乗客間の相互扶助を促進

する即席コミュニティ形成システムを提案し,シ

ンプルな掲示板システムを用いて評価を実施し

ている. その評価の結果,要救護者が救援を求める

際に,自身の属性や症状を入力の際の文字入力が

困難であるという問題点や,シングルスレッド形

式の掲示板では,複数問題が発生した場合に対応

できないといった知見が得られている.  

本研究では,上述の問題点を解決するために機

能の改善と追加を行い,状況把握をより簡潔に行

えるシステムデザインを提案する. 提案システム

では,情報入力を簡易化するためにピクトグラム

での入力やマルチスレッド方式を用いた掲示板

の導入を想定している. また,本研究では提案する

システムのデザインを有用性について実際に電

車内で用いることで評価する.  

 

 

 

 

 

 

2.関連研究 

被災時におけるオンラインコミュニティの利

用に際して,電車内での相互扶助支援を目的とし

た研究は,本研究の前段階研究[2]以外に見当たら

ない. 災害時の SNS コミュニケーションについ

ては,小川ら[3]が佐用町の地域 SNS「さよっち」

について災害時に情報共有や,物資の収集に有効

であったという実績から分析している. 「さよっ

ち」は佐用町で用いられている小規模な SNS(ソ

ーシャルネットワーキングサービス)であり,普段

はユーザが日記を投稿し,それに対し閲覧者がコ

メントを送るといった一般的な SNSであるが,災

害時にはアクティブユーザ(1 ヶ月以内のログイ

ンユーザ数)が増加し,互いに情報共有を行い,そ

の後の災害復興の橋渡しとなったとされている. 

この研究から,災害時における SNSなどのオン

ラインコミュニティの利用は非常に有効である

といえる.   

また,國藤ら[4]は,近距離で分散したコミュニテ

ィに対してのコミュニケーション不足を緩和し,

コミュニケーションを発生させるための仕組み

に関する研究を行っている. この研究では,日常的

にかかわりの少ない人同士に活発的なコミュニ

ケーションを行ってもらうため,簡易掲示板を用

いたコミュニティシステムを開発し評価を行っ

ている. この研究によりコミュニケーションを促

進するための場を設けることでコミュニティの

活性化を図れることが実証された. 本研究でも,電

車内という閉鎖的な空間においてコミュニケー

ションを行うための場を設けることで,電車内コ

ミュニティを生成・活発化できると考えている. 

そのような環境を生み出すことができれば,乗客

間の相互扶助を促すことが可能となる. また,その

コミュニティに参加しているユーザが自身と同

じ状況下にいることで相互扶助が起こりやすい

環境になっていると考えられる. しかし,電車内な

どの閉鎖空間でのオンラインコミュニティ利用
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について検討した研究は見当たらず,どのような

システムデザインが求められるのかについての

検討が求められる.  

 

3.システムデザインの提案 

3.1前段階研究でのシステムデザイン 

本研究の前段階研究のシステムでは,電車内に閉

じ込められた全ての乗客が非常時に利用するこ

とを想定し,事前の準備が簡単な Web アプリケー

ションで実装している. 図 1 に前段階研究でのシ

ステム利用の流れを示す. ユーザは,問題が発生し

た場合にメイン画面の救援ボタンをタップする

ことで,画面に表示している車両画像が問題発生

を伝える画面に移動することができる. この画面

はすべてのユーザが共有しているため,ユーザは

問題の発生を簡単な処理で他のユーザに伝える

ことが可能である. また,無駄な処理を省くために

シングルスレッド形式の掲示板を実装した. この

掲示板は自身の車両位置,病気の程度などの情報

を付加し,投稿することが可能になっている. 前段

階研究では,掲示板投稿時の情報入力の簡易化の

必要性,1 つの車両で複数の問題が発生した場合

に対応することのできる掲示板,車両内位置の把

握のしやすさ等の要求仕様が明確化された.  

3.2検討するシステムデザイン 

 本システムの目的として,以下の 3 点を重点に

おいたシステムを提案し，検討する.  

 処理を可能な限り少なくする 

 簡単に救援を呼べる 

 状況の把握がしやすい 

3 点のために,図 2 に示す流れのシステムを提

案する. メインページはタブ分けすることで,1 つ

のページで複数の機能を実装することができる. 

メインタブ(左側タブ)では,比較的に緊急度の低

い問題が発生した場合にページ下部の HELP ボ

タンをタップすることで状態入力画面に移動す

る. 緊急度の高い問題の場合には緊急タブ(右側

タブ)の下部に設定されている救援ボタンをタッ

プするとメインタブ内の車両画像が緊急事態の

画像に遷移する. さらに,緊急タブ内では現在発生

している問題に関する掲示板の一覧が書くにで

きるようになっている. また,スタンプを用いるこ

とでこれまで,テキストで入力していた情報入力

を簡単に行うことができる. また,これらで入力し

た情報を掲示板に掲載しておくことで,救護者は

一見してその内容を読み取ることが可能となる

と考える.  
 

4.あとがき 

 本研究では,電車内の相互扶助における状況判

断を即座に行うためのシステムデザインの提案

を行った. 今後として,提案システムの実装とシス

テムの評価を行うことを予定している.  
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図 1：前段階システムの流れ 

 

 

 
 

図 2：提案システムの流れ 
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